
｢島内地区広聴事業｣資料(2022.6.19)
島内公民館長 上條光司

テーマ「地域の人材育成をどう進めるか」

住民主体の社会活動と支援

公民館が「人」と「活動」をつなげる



島内公民館の紹介（活動/基本方針）

講座の充実
各種団体と連携し、高齢者の生きがいづくりへ

芸術文化活動の活性化
島内の文化を発信し、地域文化の醸成へ

子どもに魅力ある活動
地域での交流を通じ、健やかな成長&地域愛UPへ

スポーツの底辺拡大
体協等と連携し、健康増進や顔が見える地域へ

人権教育の推進
コンサートや学習で、お互いを大切にできる地域社会へ
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H30～R元 島内公民館事業への年齢別参加状況（※1事業1回としてカウント）
≪地区事業≫

①文化ふれあいまつり

②地区大運動会

③灯篭まつり

④歴史文化財活用事業

⑤ふれ愛コンサート

≪学習講座・文化活動≫

⑥小谷村交流学習講座

⑦男性料理講座

⑧歴史講座

⑨趣味講座

⑩農業文庫講座(座学･視察）

⑪ギャラリー展示

≪スポーツ活動≫

⑫春･夏スポーツ大会

⑬各種目スポーツ大会

⑭健康ウォーキング大会

≪0～15対象事業≫

⑮おらんちdeランチ

⑯小学校CS事業

⑰中学校CS事業

⑱夏休小学生講座

⑲中学生学習講座

⑳お話の会

㉑子育て講座

≪研修会等≫

㉒委員会活動

㉓町内公民館活動

㉔サークル活動

㉕地域づくり研修会

㉖人権研修会



平成26年の市特別史跡指定を契機に、
広がりを求めて設立したが、人口減少
や高齢化から解散の危機を迎える。

平瀬古城会設立の経過

松本市特別史跡指定に合わせ
て平瀬城跡一口城主会設立

下田町会と山田
町会の地道な取
組み

令和２年４月３０日｢平瀬古城会｣設立

地区全体の取組みにするため、町会や町内公民館、地区
内史跡関係者等で会を設立。事務局は公民館。



平瀬古城会設立へ
■会員…スタートは総勢２８名
⇒町会長(2名)、町内公民館長(2名)、地区公民館長、平瀬氏関連遺産(平
瀬城跡/平瀬氏館跡/陣畑跡/川手口口留番所跡/養老坂)、犬飼氏館
跡、法住寺跡、開善寺跡、川合鶴宮八幡社、武宮神社、古宮神社、鳥
居火、造り酒屋笹井酒造、染物業白木染工場、新橋飴、平瀬城跡土地
所有者、地元有識者、顧問(城主会代表/平瀬氏子孫/史談会)

⇒会員…信州松本藩鉄砲隊等の参画により５５名(2022.4.1時点)

■設立総会
⇒令和２年４月３０日、新型コロナウイルス
の影響で社会が揺れる真っ只中、設立
総会を開催



平瀬古城会が大切にしていること
■目的
⇒平瀬城跡を核にした関連史跡･文化財等の歴史遺産を、地域全体の取
組みとして整備･保全･活用を推進することで、後世へつなげる。

■コンセプト
⇒会員が楽しみながら、自由に意見を出し合い、積極的かつ主体的に活
動する。

■楽しみながら活動(無理はしない&背伸びしない)

■｢やりたいこと｣を実現
⇒やりたいことを発言=言ったからには責任を持って主導する➡×
⇒実現するために、公民館が｢それいいよね!!｣という人をつなげる。
⇒小グループを作って考える➡会や地域へ広げる。



はじめての｢狼煙まつり｣の取組み
■狼煙を上げたいが、上げ方がわからない。
⇒辰野の｢武田信玄狼煙リレー」関係者から現地で学ぶ。
⇒実際に、畑で狼煙上げのテスト

■６月から運営委員会を組織して検討
⇒｢やりたいこと｣「やり方」｢誰が｣から検討
※狼煙上げ＝どうやってセッティングするのか。
※太鼓演舞・火縄銃演武をやりたい＝どうやって運ぶのか。
※狼煙を受けたい＝どこで上げたものを平瀬城跡で受けるのか。
※映像化したい＝誰が映像化するのか。費用はかけるのか。

⇒初めての取組みをどのように周知するのか。
※駐車場やトイレの問題＝どの範囲へ呼びかけるのか。
※一般来場者への対応＝初めての取組みなのに来場者へ手が回るのか。



はじめての｢狼煙まつり｣実施へ

■内容決定！！
⇒平瀬氏館跡で狼煙を上げ、平瀬城跡本城では狼煙上げ、火縄銃演武、太
鼓演舞、慰霊行事を実施。

⇒太鼓や鉄砲は、「山田➡本城➡披露➡下田」のルートで運ぶ。
⇒狼煙は整備作業時に用具等を運び込み、当日点火。

■来賓者は少数とし、実施することを重視
⇒まずは自分たちで実施すること・楽しむことを大切に!!＝次年度以降は一般
者も余裕をもって招ける。

⇒来れない方は映像で＝地区内業者に依頼して映像化。YouTubeでも配信。



「まとめ」
■住民が｢問題･課題･やりたい｣と意識化したことを、

住民主体で取組むことを支援するとは？
⇒全体像を意識しながら支援する。
※支援方法・内容は、人・活動によって全て異なる。

■面倒なこともある。できるだけ楽しめるように。
⇒町会活動より公民館活動は「義務性」がないからこそできること。

■多様な意見を消さない。自由に意見できる環境を!!
⇒｢言ったもん負け｣にならないように、公民館が｢人・活動｣をつな

げなが らスモールグループ化し、全体の取組みへ広げる。

■話し合うことから自分たちの答えを探す。
⇒異なる意見から妥協点を見出す＝正解は｢そこ｣にある。

住民主体の社会活動と支援
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ご清聴ありがとうございました。


